
- 1 - 

平成27年第４回白石町議会定例会会議録 

 

 会議月日  平成27年12月16日（第９日目） 

 場  所  白石町役場議場 

 開  会  午前９時30分 

 

１．出席議員は次のとおりである。        

     １番  川 﨑 一 平      10番  秀 島 和 善 

     ２番  前 田 弘次郎      11番  井 﨑 好 信 

     ３番  溝 口   誠      12番  大 串 弘 昭 

     ４番  大 串 武 次      13番  内 野 さよ子 

     ５番  吉 岡 英 允      14番  西 山 清 則 

     ６番  片 渕   彰      15番  岩 永 英 毅 

     ７番  草 場 祥 則      16番  溝 上 良 夫 

     ８番  片 渕 栄二郎      17番  久 原 房 義 

     ９番  久 原 久 男      18番  白 武   悟 

 

２．欠席議員は次のとおりである。 

    な  し 

 

３．地方自治法第121条の規定により説明のため出席した者は次のとおりである。 

   町    長  田 島 健 一    副  町  長  百 武 和 義 

   教  育  長  江 口 武 好    総 務 課 長  本 山 隆 也 

   企画財政課長  片 渕 克 也    税 務 課 長  吉 原 拓 海 

   住 民 課 長  渕 上 隆 文    保健福祉課長  井 﨑 直 樹 

   長寿社会課長  片 渕 敏 久    生活環境課長  門 田 藤 信 

   水 道 課 長  山 口 弘 法    下 水 道 課 長  堤   正 久 

   産 業 課 長  鶴 﨑 俊 昭    ６次産業専門監  矢 川 又 弘 

   農村整備課長  大 串 靖 弘    建 設 課 長  荒 木 安 雄 

   会 計 管 理 者  小 池 武 敏    学校教育課長  小 川 豊 年 

   生涯学習課長  松 尾 裕 哉    農業委員会事務局長  一ノ瀬 美佐子 

 

４．議会事務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

   議会事務局長  吉 岡 正 博 

   議 事 係 長  久 原 雅 紀 

   議事係書記  香 月 良 郎 

        

５．会議録署名議員の指名 会議録署名議員に次の２人を指名した。 

     ５番  吉 岡 英 允      ６番  片 渕   彰 
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６．本日の議事日程は次のとおりである。 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 発議第４号 ＴＰＰ交渉に関する意見書について 

 日程第３ 常任委員会の閉会中における所管事務調査 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

９時30分 開議 

 

○白武 悟議長 

 おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 

日程第１ 

○白武 悟議長 

 日程第１、会議録署名議員の指名をします。 

 会議規則第119条の規定により、本日の会議録署名議員として、吉岡英允議員、片

渕彰議員の両名を指名します。 

 

日程第２ 

○白武 悟議長 

 日程第２、発議第４号「ＴＰＰ交渉に関する意見書について」を議題とします。 

 事務局に意見書案を朗読させます。 

 

○吉岡正博議会事務局長 

 ＴＰＰ交渉に関する意見書（案）。 

 ＴＰＰ交渉は、10月５日に大筋合意となり、農林水産物の関税交渉は関税区分の８

割にも及ぶ品目において、関税撤廃の結果となった。中でも、農林水産物の重要５品

目においては、特別輸入枠の設定や段階的な関税削減、撤廃が盛り込まれた。 

 また、事前に情報伝達もないまま、他の多くの品目での関税撤廃等が公表され、生

産現場にはかつてない危機感と不安、そして不満の声が広がっている。 

 我が国がＴＰＰ交渉への参加表明を行ってから２年半にわたり、食糧自給を揺るが

しかねない極めて重大な問題であるとして、農産物の重要品目の取り扱い等を定めた

国家決議の実現を求めてきた。 

 今般、大筋合意はされたものの、まだ通過点にすぎず、今後米国を中心とした各国

の動向や国内での議論の状況等を注視し、国民の農業への理解を深めることを期待す

る。 

 ついては、これからの情勢、課題を鑑み、当町の基幹産業である農業の持続的発展

の実現に向けて、下記の事項について強く求める。 

 記。１、大筋合意の内容と国会決議との整合性について、十分かつ明確な説明を行
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うこと。 

 ２、生産者の不安を払拭し、将来にわたって国産食糧の安定生産、安定供給と食料

自給率の向上が図られ、地域の農業、農村振興に資するための万全な対策を講ずるこ

と。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 平成27年12月16日。佐賀県白石町議会。 

 衆議院議長大島理森様、以下、敬称を略します、参議院議長山崎正昭、内閣総理大

臣安倍晋三、内閣官房長官菅義偉、農林水産大臣森山裕、内閣府特命担当大臣（規制

改革）河野太郎。 

 以上です。 

 

○白武 悟議長 

 お諮りします。 

 発議第４号は、さきの請願採択に伴う意見書であります。既に趣旨説明があってい

ます。また、全議員による提出であり、内容等も判明していますので、趣旨説明、質

疑、討論を省略することに異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、趣旨説明、質疑、討論を省略することに決定しました。 

 これより発議第４号「ＴＰＰ交渉に関する意見書について」採決をします。 

 お諮りします。 

 発議第４号は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。よって、発議第４号は原案のとおり可決されました。 

 

日程第３ 

○白武 悟議長 

 日程第３、常任委員会の閉会中における所管事務調査を議題とします。 

 会議規則第72条の規定によりお手元に配付しておりますとおり、各常任委員長から

閉会中の継続調査について申し出があっております。本件について各常任委員長から

報告を願います。 

 

○久原房義総務常任委員長 

 おはようございます。 

 総務常任委員会の閉会中の継続調査の申し出について申出書について御説明申し上

げたいと思います。 

 総務常任委員会といたしましては、３点の事件を上げております。 

 まず１点目には、ワンストップ窓口業務についてということで、特に住民サービス

等について、あるいは行政の効率化等についての研修を行いたいというふうに考えて

おります。 

 ２番目には、本町でも急増しております空き家対策の一環として、空き家バンク、
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特に利活用の面についての研修を行いたいというふうに考えております。 

 ３点目には、総務常任委員会は議会改革のメンバーでもあるという観点から、議会

改革の取り組みについてということで、３点についての調査を行いたいというふうに

思っております。 

 なお、期間といたしましては、２月16日には福岡県の朝倉市、２月17日には大分県

の竹田市、２月18日には大分県の豊後大野市において、それぞれ調査研究を行うよう

に計画をいたしておるところでございます。よろしくお願いいたします。 

 終わります。 

 

○内野さよ子文教厚生常任委員長 

 文教厚生常任委員会として、閉会中の継続調査の申し出を行います。 

 本委員会については、所管事務のうち下記の事件について閉会中の継続調査を要す

るものと決定をしましたので、会議規則第72条の規定により申し出ます。 

 １、事件。今回は放課後児童クラブの運営についてということで、いろいろな法律

の改正等もありましたので、子供たちにとってのよりよい環境づくりを目指してとい

うことで、１回ではなくて２回程度になるかと思いますが、研究をしたいというふう

に思っています。 

 期間としましては、次期議会の定例会開会の前日までということで、２月あたりを

予定をしています。皆さん、よろしくお願いをいたします。 

 終わります。 

 

○大串弘昭産業建設常任委員長 

 それでは、産業建設常任委員会から閉会中の継続調査申し出をいたします。 

 ここに事件として、１、突発的かつ緊急を要する問題が生じた場合に、その問題に

ついてということで上げておりますけれども、特に今日産建の所管におきましては課

題山積をいたしております。そういう中から、リストアップをいたしまして、所管調

査に努めてまいりたいと思っております。 

 期間といたしましては、次期議会定例会開会の前日までということでお願いをして

おきます。よろしくお願いします。 

 

○白武 悟議長 

 お諮りします。 

 各委員長からの申し出を閉会中における所管事務調査とすることに御異議ありませ

んか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。よって、各委員長からの申し出を閉会中における所管事務調

査とすることに決定しました。 

 以上で本定例会に付された案件は全て終了いたしました。 

 会議を閉じます前に町長より挨拶があります。 
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○田島健一町長 

 おはようございます。 

 平成27年12月定例議会の閉会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 今議会は12月８日から本日までの９日間、議員の皆さん方には提案いたしました議

案11件につきまして、十分な御審議をいただき、全ての議案、原案どおり可決いただ

きましたこと、まずもってありがたく、厚くお礼を申し上げます。 

 また、一般質問においては８名の議員の皆さん方に町政のさまざまな分野における

課題等について御質問をいただきました。いずれも厳正に受けとめ、今後の町政運営、

発展に寄与できるよう努めてまいる所存でございます。どうぞ、今後とも御指導、御

協力を賜りますようお願いを申し上げます。 

 特に、今回可決いただきました補正予算の中において、ふるさと応援事業費として

ふるさと納税に関する費用を計上させていただきました。県内他市町同様、本町にお

きましても、当初予算計上額を上回っていくような状況にございます。返礼品につき

ましては、白石町の特産物をＰＲしていくということにつながりますが、米、レンコ

ン、タマネギ、イチゴなど１次産品のみならず、町内で発案され製品化されている６

次産業品も含めてどんどん発信していき、白石町がますます元気に活性化していくよ

う、しっかりと取り組んでいく所存であります。 

 ところで、11月の天気は昨年と比べ、雨は多く、日照時間は短く、平均気温は２度

以上高かったようです。町内では、農作業などに大きな影響も出ているようでござい

ます。ことしも残すところ、あと２週間でございます。今後は本来の寒さ、寒波もあ

るような予報も出ております。議員の皆さん方におかれましても、風邪など召さない

よう体調管理をしていただき、年を越していただきたいというふうに思います。 

 簡単ではございますが、今議会において原案どおり可決していただきましたことに

対するお礼、あわせてことし一年間におきましても、御理解と御協力を賜ったことに

感謝を申し上げ、12月定例議会閉会に当たっての私の挨拶とさせていただきます。あ

りがとうございました。 

 

○白武 悟議長 

 これをもちまして平成27年第４回白石町議会12月定例会を閉会します。 

 

９時44分 閉会 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
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 上記、会議の経過を記載し、その相違ないことを証するため、地方自治法第123条

第２項の規定によりここに署名する。 

 

 

 平成２７年１２月１６日 

 

 

          白石町議会議長   白 武   悟 

 

 

 

 

          署 名 議 員   吉 岡 英 允 

 

 

 

 

          署 名 議 員    渕   彰 

 

 

 

 

          事 務 局 長   吉 岡 正 博 

 

 

 


